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施設紹介
石川県立中央病院
石川県立中央病院は、病床数662(休床42で実働618)床、診療科22、常勤医師
171名（初期研修医1-2年計24)を擁する地域の拠点病院であり、2014年の退院統
計を見ますと、病院全体の1日平均入院患者数537人、病床利用率87.0%、平均在
院日数13.4日となっております。神経内科は現在3人体制で1日概ね10～30名程
度の入院患者と外来患者10～20数名(新患1～8名)に対応しております｡2014年の
入院診療実績は、総退院数369人、紹介患者割合536%、救急搬送割合43.5%、平
均在院日数22.5日、死亡17人、剖検2人でした。外来指標については準備不足で
詳しい数字をここに示せなかったことをお詫びいたします。
小生が時々機能不全となりますが、松本泰子先生・島啓介先生という能力の高
い先生がおられるおかげで、日々の診療が維持されているという状態です。ほとん
どの初期研修医（概ね8名）が当科での研修を選んでくれるため、若い先生に神経
内科の魅力ややりがいを日々の会話の中に刷り込ませてはいるのですが、残念なが
らリクルートという果実は未だ得られておりません。学術活動についても、努力不
足で論文には至りませんが、定期的になされる神経学会総会や地方会には出来る限
り発表・参加し、最新の知見に触れるよう皆で努力をしており、可能な限り研修医
を巻き込むよう心掛けております。
近隣の病院が次々新しくなっていくなかで、当院だけ残されていく感があったの
ですが、新病院建設が具体化し、2－3年後の完成を目指して、現在土音高く基礎工
事(?)の真っ最中です（写真）。資材や人件費の高騰の中での建設となり、完成後
の債務返済など県や病院幹部にとっては難問となること間違いない見通しですが、
現場には「県民に喜ばれる病院を建てよう」のスローガンが明示してあり、建築作
業員さんの心意気が伝わってきます。このスローガンを日々目にすると、我々も医
療現場の一員として改めて「県民に喜ばれる病院にしよう」との意を強くするこの
頃です。
（文責山口和由）
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部市民病院早〃8，、
2015年の当院にとっての大きな話題は､新外来棟竣工と北陸新幹線開業でしょう
か。新外来棟は旧リハビリ棟と老健施設の跡地に2013年秋より建設工事がすすめ
られていたもので、2015年9月24日より新外来棟での診療が開始されました。神
経内科外来は脳神経外科と受付を共有する位置にあり、診察室も2部屋となりまし
た。呼び出しマイクがなくなり電光掲示板での呼び出しとなったため、慣れない患
者さんは番号が表示されても診察室になかなか入ってこない状況がありましたが、
2カ月が経過し診療の流れは徐々にスムーズになり、午後に検査予約を入れていな
い限り午前中で診療が終了することが多くなってきました。
3月14日には北陸新幹線が開業し、黒部宇奈月温泉駅から金沢駅までは「はくた
か」で36分で結ばれることになりました(まだ金沢まで乗車したことはありません
が)。4月からは北陸新幹線を利用して、大学より小松先生にお出でいただき隔週の
月曜日に診療をお願いしています。月曜日は休日中の入院患者の診療に追われるこ
とが多いので、大変助かっています。できれば常勤でお出でいただきたいと願って
いるところです。
例年臨床研修医はほぼフルマッチの当院でしたが、2015年度は定員(8名)の半分
しか応募がなく神経内科に回ってくる研修医も少なかったのですが、来年度は7名
が採用される予定ですので、また神経内科に回ってくる研修医に神経内科に興味を
持ってもらえるよう温かく迎えるつもりでおります。
新外来棟外観 脳神経外科と共用の受付 電光掲示板
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独立行政法人国立病院機構北陸病院
当院は富山県南砺市にあります。春は桜がきれいで年間を通して山々が美しい地
域です。平成26年度には精神科病棟が新築され、平成27年5月には神経難病と
重症心身障害者の病棟も完成しました。2階建てで、それぞれ10床ずつ増えまし
た。神経難病病棟は50床となり、全体では274床の病院となりました。リハビ
リ室も併設され、神経難病治療の環境が少しずつ整ってきています。病室も広くな
り個室も増え、患者さまも快適に過ごされています。また、「睡眠医療認定医療機
関」としても認定され、終夜睡眠ポリグラフイーを行う部屋も完備されました。
リハビリについては、現在、常勤理学療法士が1名のみで、言語聴覚士は南砺中
央病院より週1回来ていただいています。残念ながら、作業療法士は精神科のみ担
当しており、神経難病患者に対しては行っていません。患者1人あたりの訓練回数
は平均週2回となっております。施設は整いましたが、人員の面ではまだまだ不足
している状況で、皆様にもご迷惑をおかけすることもあると思われます。できるだ
けスタッフも充実できるように働きかけをしていきたいと考えています。
また臨床研究や治験も全職種で行っております。今年度も国立病院学会でベスト
ロ演賞をいただきました。数年前と比べ職員の意識も変わってきているように感じ
られます。
人工呼吸器については、スタッフの勉強会も行い、受け入れ体制が整いました。
ただ常勤の呼吸器内科医が不在となり、条件つきの開始としていきたいと考えてい
ます。初めてであり、安全性も考えると、一度に多くの患者の受け入れが困難であ
ることをご理解いただきたいと思っております。今後ともよろしくお願い申し上げ
ます。
（文責小竹泰子）
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ライン・フリードリヒ・ヴィルヘルム大学ボン留学記
2015年4月からボン大学再生神経生物学研究所での研究留学のためドイツに滞在
しています。
いただいた奨学金の助成団体の規則で、滞在開始から4か月間、デュッセルドル
フ市内のゲーテ・インスティテュート（言語学校）でドイツ語を学びました。デュ
ッセルドルフ（地方快速列車でボンから1時間くらい離れています）では、ドイツ
人一家のお宅にl部屋をお借りした下宿生活から私のドイツ生活はスタートしまし
た。下宿先には、私たち夫婦以外にも常時2－3人の下宿人がおり、皆で大家さん
のお茶会に呼ばれたり、一緒に料理をしたりしながら楽しく過ごすことができまし
た。ただ、大きな犬が家の中では放し飼いにされており、帰宅するとかなりの勢い
で吠えられるので犬恐怖症の私は毎日怯えていました。ドイツ語については、大学
時代に習ったものがかすかに残っているくらいで、4月は初級コースでアルファベ
ットの読み方から習いました。授業はドイツ語でドイツ語を教えるというスタイル
です。教師が身振り手振りを交えながら、単語の意味を説明してくれるので、その
後クラスメートたちと協力して様々な課題をこなします。授業だけならよいのです
が、2週間ごとにテストがあり、成績があるレベルをクリアしないと上のコースに
進めません。言語学校に通うこと自体初めてで周りのほとんどが外国人という環境
でしたが、様々な国籍、年齢、職業の人々と仲良くなり、コミュニケーションをと
れたことは私にとって貴重な経験になりました。また、この間に滞在許可証などの
手続きのために何度も外国人局に出向いたり、ボンでのアパート探しに奔走し、そ
の大半はドイツ語での交渉であり、留学生活の大変さを実感しました。
その後無事にボンでの家は見つかりましたが、デュッセルドルフからボンまで引
っ越し作業をお願いしていた業者より「やっぱりできない」と直前になって断られ
てしまいました。困っていると、お世話になった大家さんが車を出してくださるこ
とになり、おかげさまで8月からボンにて無事研究生活をスタートすることができ
ました。
現在、私が所属する研究グループメンバーは半分がドイツ人、あとは私も含めて
外国人です。研究所内の公用言語はほぼ英語で、肝心のドイツ語は使う機会がなく、
せっかくドイツ語習ったのに…と思うことがしばしばです。研究進捗報告のための
ミーティングが週2回、抄読会が週1回あって、計週3回英語でのプレゼンをしな
ければならず、最初のころは周りが言っていることが理解できず、こちらの言うこ
とにも怪訶な顔をされるというありさまでしたが、最近は少し慣れて周りともコミ
ュニケーションが取れるようになってきました。となりの席の大学院生が私のこと
をよく構ってくれるので、一言も話さず一日を終えることがなく助かっています。
よく分からないこともタイミングよく聞けば教えてくれるので、実験も少しずつで
はありますができることも増えてきました。研究所では、ライン川沿いでBBQをし
たり、“ハイキング”という名目のもと半日で2つの山を登って夜には山頂でビア
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